






























































































































~1940) を通じて」 (I-7) は，近代中国における印刷業の中心地であった上海



























































































































以上，田淵論文 (II-4), 許論文 (II-5)および坂井田論文 (II-6)が考察対象
としているのは，いずれも東アジア地域秩序が日本植民地帝国解体から冷戦期の
新たな構造として構造化されるまでの言わば過渡期である。同時に，これらが言
及している民族問題中台問題戦争責任問題は，冷戦崩壊後の今日，我々が新
たな東アジアの地域秩序を構築していく上で避けて通ることのできない重要課
題でもある。とすれば 21世紀という今日的視点から， これらの諸課題を考察
することは極めて大きな意味を有するであろう。
本書は，制度変容および東アジアの地域秩序という視角から，新たな中華民国
史像を紡ぎ上げるうえで検討に値すると考えるいくつかの論点の提示をめざし
ている。それぞれの論文が提示する論点は多岐にわたっており，また執筆者のあ
いだに明確な問題関心の共有があるわけでは必ずしもないが，本書が中華民国史
研究に対して幾ばくかの刺激を与えることができることを期待したいと思う。
